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はじめに
明治大学博物館の「裔品」部門では、博物館運営委員
及び研究調壺員である尚学部教貝と共同で、 2016年度か
ら3ヶ年にわたり「山陰地方民藝陶器のマーケティング
研究」をテーマに産地の実態調査を実施したばこれには、
旧明治大学商品陳列館時代のl950年代から1960年代にか
けての一時期、盛んに収集した鳥収• 島根両県の陶器製
品に対する再評価という意味合いもあったぢまた、そ
れ以前は、瀬戸焼、有田焼、備前焼といった、施釉陶器、
磁器、無釉焼締陶器という各ジャンルにおいて長い歴史
を持ち、また、規校も大きな産地に取り組んできたが、
それらともまた性格の異なる産地として注目することと
した。
鳥取•島根両県のやきもの産地としての状況を見ると、
島根県中西部（石見地方）には江津市を中心に石見焼と
いう経済産業大臣指定伝統的工芸品となっている一定規
模の産地が形成されている。石見焼を除いてはまとまっ
た事業者の集中こそないか、烏取県の東端、岩美町から
島根県浜田市、津和野町といった辺りまで、ほぼ全域に
わたって窯が分布している。これらの事業者はそれぞれ
に来歴や経営規模など一様ではなく、それについては本
稿で一定の類型化による整理を試みたい。陶器と磁器で
は、鳥取の窯が幕末期に磁器を焼成したこともあったが
伝統的には陶器の産地である。現在は少数だが磁器を焼
＜窯もあるものの圧倒的に陶器の窯が多い。
調査は大学創立者のゆかりもあって鳥取県から入り、
2年度の後半から島根県へ移行したが、同県については
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出雲地方の調査に留まったc 島根県西部は石見焼の存在
によってメーカーが単立分散する出裳地方及び鳥取県と
はまた異なった状況があることと、予算や期間の制約も
あって今回の調査対象からは分けることにした。島根県
という括りであれば、当然、出雲・石見の双方を取り上
げる必要があっただろうが、後に述べる単立分散型の事
業者分布域に対する着目といった趣旨からすると一定程
度の成果は得られるものと考えた。しかし、経営の類型
として、当然、鳥取・出雲と石見とで共通する事業者が
存在するであろうことはあらかじめ指摘をしておきた
い。一方、鳥取県においても県内の全ての動向を把握し
得たわけではなく、本稿はあくまで調査対象となった事
業者の動向からわかる範囲での報告ということになる。
すなわち、鳥取県（以下、鳥取と表記する）• 島根県出
雲地方（以下、出雲と表記する）のt要な事業者の調査
から共通するファクターを抽出することを今回の研究の
目標とした次第である。
- 19 -
外山 徹
1. 鳥取県・島根県出雲地方の陶業概観
(1)分布状況
山陰地方には石見焼を除くとまとまった数の陶磁器
メーカーの集中による産地形成こそないものの、実に多
様性に富んだ多くの窯が操業しており、県単位を枠組み
とした場合、全国的にも少なからぬ存在感を示している。
その様相は佐賀や愛知のような有名産地を抱える県とは
異なった特徴的な状況にある。
事業者の数は、ウェブ上に確認できる数字として、烏
取は24社、島根は62社という数字3が挙がる。もちろん、
ここに入っていない個人作家の窯もある。鳥取県では東
から岩美町、鳥取市、八頭町、倉吉市、米子市、日吉津
村、伯者町、大山町、南部町に分布する。岩美町の4社
と倉吉市の6社にやや集中が見られるが、例えば愛知県
瀬戸市の赤津地区のように窯屋集落が形成されているよ
うな状況ではない。
島根県は国指定の伝産品である石見焼が入っていると
言ってもその規模は12社4で、大部分を占めているわけで
はない。東から安来市、松江市、雲南市、出雲市、大田市、
隠岐郡西ノ島町、美郷町、邑南町、江津市、浜田市、益
田市、津和野町とこちらもほぼ全県域に分布している。
ある程度集中が見られるのは石見焼の江津市の6社、松
江市内の22杜だが何社かの事業者が徒歩圏内に近接して
立地しているわけではないのは鳥取県と同様である。
伝統的な陶磁器産地は、特に江戸中期以降、領主によ
る専売制や窯株の設定による新規参入者の制限などの要
因で、特定のエリアに家業としての事業者が集中的な立
地をする、いわゆる窯屋集落を形成するような状況に
なっている。鳥取• 島根両県に関してはそうした状況に
は無く、事業者の「単立分散」型とでも呼ぶような状況
がある。江戸期以前における、いわゆる産地形成が無く、
近代以降参入した比較的歴史の浅い事業者が多いという
背景のあることは後ほど詳述したい。
そして、鳥取• 島根の事業者数を中小の施釉陶産地の
産地組合員数に比較すると、会津本郷焼（福島県） 15社、
大堀相馬焼（同） 16社、萩焼（山口県） 47社、上野焼（福
岡県） 13社、小石原焼（福岡県） 51社、壺屋焼（沖縄県）
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28社汀こ較べても堂々の数字である。メーカーの特定エ
リアヘの集中といういわゆる産地形成こそないものの、
両県とも立派なやきもの県と言える。
(2)民藝運動との関わり
山陰地方に注目した理由の一つとして、調査の名称に
あるように、両県それぞれに民藝運動の影響がある只
鳥取では、民藝の同人で医師の吉田坪也が牛ノ戸焼を見
出している。因州・中井窯（烏取市）、黒見焼（倉吉市）、
岩井窯（岩美町）も直接・間接に吉田の影響を受けてい
る。他にも民藝の影響を受けた窯が多いが、その作風は
おのおの個性的である。島根に関しては民藝運動の中心
を担った陶芸作家の河井寛次郎が安来市の出身であった
ことと、河井の同窓生で商工会議所に勤めていた太田直
行が積極的に民藝の同人を迎え入れたことによる。出西
窯（出雲市）は吉田斑也とも交流を持ち、烏取民藝協団
に所属した。河井の外、柳宗悦、濱田庄司、バーナード・
リーチらが見出した窯は、古窯には喜阿弥焼（益田市）八
操業中の窯には布志名焼船木窯（松江市）、同湯町窯（同）、
袖師焼（松江市）があった。
民藝運動の指導者柳宗悦らは、昭和3年 (1928)3月に
上野公園で開催される御大礼記念国産振興博覧会にパビ
リオンとして出展する「民藝館」に展示する民芸品収集
のため、前年12月から翌1月にかけて各地を巡るが、そ
の過程で島根県を訪れている。鳥取に帰郷して開業間も
なくの吉田障也が牛ノ戸焼を見出したのが昭和6年の早
春のこと。 5月の民芸品初窯出しには来烏した柳宗悦が
立ち会っている。 8月には松江で柳、河井を招いての民
藝晩餐会が開かれているが、この年から昭和10年にかけ
て民藝の関係者が入れ代わり立ち代わり山陰を訪れてい
る心
鳥取・出雲の民藝陶器は、吉田・太田が民藝の同人誌
『エ藝』誌上に発表するとともに、大都市で開催される
展示即売会に出品された。東京での展示即売会に出品す
べく大量の製品が発注された様子は、湯町窯に伝来する
柳の通信からわかる。昭和9年2月12日消印のハガキには
東京松坂屋での即売会のために黄釉の片口、石菖皿、飯
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茶碗などをそれぞれ大中小50ないし100、総額で100円を
超えても即金で支払いをするので銀座たくみ工藝店まで
発送してほしい旨が記されている。
しかし、柳のハガキにある品目も含め、元来、当地の
ホ要な生産物であった火鉢や大皿などの雑器類は需要の
先細りがはっきりしていた。加えて、鉄道輸送路の発達
によって、西方の江津市を中心とする石見焼、さらには
瀬戸美浪や信楽から量産された安価な製品が流入するな
ど、鳥取・出雲の窯場は苦境に瀕していた。そのため、
特に吉田障也の指導に顕著であったが、古くからの製法
上の持ち味を生かしつつも、新たに都市住民のニーズに
応え得るようなテープルウェアを中心とする裔品の開発
が勧められた（新作民藝運動）。それは、英国人陶芸家
のバーナード・リーチが指導したハンドル付のカップや
エッグベーカーといった品目にもよく表れている。
(3)調査をおこなった事業者：鳥取県
①因久1焼（八頭郡八頭町），
元禄元年 (1688)の「因幡民談記」に「久能寺焼」の
名が見える。八頭町久能寺は因幡国府跡にも近く、古く
から瓦が生産されるなど良質な陶土の埋蔵地である。烏
取藩は寛政7年 (1795) に殖産興業策のため国産方を設
骰すると、信楽から陶工勘蔵を呼び寄せて製陶技術の向
上を図った。因久山焼の伝世品として因幡鹿野藩主池田
仲雅 (1780年出生）の花押入りの茶碗があり、また、文
化2年 (1805) には藩主斉邦が直々に窯を視察している
ことから、その頃には藩主の御用も勤めるようになって
いたと推定される。一時藩御用から離れるものの、国産
方再輿（嘉永5年・ 1852) と同時に再び注目され、安政2
年 0855) には国産座の扱いとなり城下商人が御用懸り
となった。それまで、茶道具は主に京焼を用いていたが、
藩主慶徳は国産奨励を率先する意味から久能寺焼に御用
を勤めさせた。近隣で採取された白い砥石を用いた半磁
器も製造され、池田家の蝶の紋所を入れた染付風の茶碗
が伝世している。その頃の名エとして五兵衛（五平）と
いう人物が藩から焼物師頭取を命じられており、悸管の
吸い口を窯印として認められたことから“吸い口五兵衛"
の名で知られ、現在1社だけ因久山焼を継承する窯元の
祖先にあたる。藩主の茶道具を手掛ける一方、主力商品
ぱ甕、描鉢、大皿などの厨房雑器類だった。江戸後期に
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は複数の窯屋 (3家）が確認されるが、産地という規模
を形成するには至らなかった。近代に入り、一時、民藝
運動との接点もあったが、結局、その方向には進まなかっ
た。
釉薬は木灰、長石、路灰、鉄釉、銅緑釉のさまざまな
組み合わせに、鉄絵も特徴となっている。茶道家元との
交流もあり、抹茶碗や花器などの茶道具を中心に、現在
は大小の皿類、湯呑、コーヒー碗、マグカップなどのテー
ブルウェアが多く生産されている。後者は地元の企業や
学校などによる記念品としての需要も堅調である。地域
に根差した団体、個人にとって旧藩窯の因久山焼は相応
のステータスをもって迎え入れられている状況が看て取
れる。
②牛ノ戸焼（烏取市） 10 
牛ノ戸焼の創業は天保年間 (1830-44) とも嘉永3年
(1850) とも言われ、石見国（島根県）江津から陶工金
河藤七が移住して開窯した。現在の窯は職人であった小
林梅五郎の子孫か継ぐ。民褻以前の製品は、施釉陶の産
地一般と同様に甕類、片口、揺鉢、徳利や大皿など厨房
雑器だった。幕末の国産方再典の折には久能寺焼ととも
に専売品となり、鳥取城下の御用尚人が扱った。周辺の
需要を満たすとともに、大酢徳利は日本海舟運によって
遠く北海道まで流通した。
釉薬は木灰、長石、総灰、鉄釉、銅緑釉と、他の施釉
陶産地とおおよそ大差は無いが、鉄絵に白泥のイッチン
を組み合わせた梅花文は俊逸である。民褻運動に参画の
後は吉田障也が考案した銅緑釉と黒釉を半月形に掛け分
けたデザインが知られるようになった。現在はテープル
ウェアを中心としつつ、飾り皿や花器などの調度類も生
産されている。確固とした民藝のプランドであるが、テー
プルウェアでは従来のイメージにとらわれないデザイン
も目指されている。販路は匝売もあるが専用のショールー
ムを併設しているわけではない。専門店の買い付けや愛
好家による訪問・個別注文もあり、製造者側からの積極
的な動きを必要としない安定した状態にある。
③因州・中井窯（鳥取市）
近隣の牛ノ戸焼に倣って昭和20年 0945)に創業。吉
田障也の指導を受け、当初は牛ノ戸焼の脇窯として位置
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付けられた。その後、民藝評論家・民芸品店経営者で日
本民藝協会理事を務めた久野恵一、インダストリアルデ
ザイナー柳宗理の参画があり、黒・緑の掛け分けは一見
牛ノ戸焼と区別が付きにくいが、デザインの面では独自
のカラーを出すようになり、地名を採って因州・中井窯
を名乗るようになったc
日本民藝館展Iで実績を積み、片山善博知事時代の鳥
取県物産キャンペーンでも世に知られるようになったc
柳宗理との関わりからアパレルの BEAMSの雑貨シ
リーズ吋こ採用され、出荷待ちの続く人気商品となるが、
品質を優先した少量生産に徹している。地元の陶器店・
士産物店で見かけることはなく、吉田坪也が設立した烏
取たくみ工芸店でも常時入荷の状況にはない。ショー
ルームは明るい内装で、従来の民藝にあった重厚なイ
メージとは違うものが目指されている。器形は柳宗理の
工業デザインの影響が強く、牛ノ戸焼との対比は民藝の
本質論にも通ずるものがあり典味深い130 
④上神焼（倉吉市）
倉吉市上神（かずわ）地区は良質な陶tを坪蔵してい
る。江戸中期以来、鉄や木綿織の取引で栄えた介吉の袋
商が京焼の陶工を招いたことにより、一代限りの陶器窯
が消長を繰り返した地域である。江戸期以来の窯元が
代々継続しているわけではないが、現在「上神焼Jを冠
するのは上神山窯と中森窯の2社である。近隣では、玉
伯焼天野窯、国造焼山本窯も操業し、県中部にやきもの
の里を形成している。
上神山窯は大正末年に山根藤ーが開窯、中森窯は当代
の祖父が京焼の技法を取り入れて昭和16年 (1911)に開
窯した。元来は木灰、長石、藁灰、鉄釉というオーソドッ
クスな釉薬の組み合わせであったが、現在は銅釉を還元
焼成で赤く発色させる辰砂釉を特徴としている。人形峠
でウラン鉱が開発された際、その鉱滓を釉薬原料として
用いた時期があった14が、館蔵品 (1959年収集）となっ
ているその当時の製品には微箭の赤い発色があるcまた、
代々の当主によってオリジナルのデザインが考案されて
しヽる。
鹿人らによる茶道文化の存在からか、当地では日常的
に抹茶碗で茶を嗜む習慣があるc そのため、上神焼でも
抹茶碗の製作が目立つ。ショールームでの直光の外、出
荷先は市内の I:産物店・エ芸品店となっている。中森窯
は民藝のli.]人、版画家で地元の小学校教命であった長谷
川富三郎との交流もあったが、陶器製品として民藝の製
品を焼くようにはならなかった3
⑤法勝寺焼（西伯郡南部町／米子市） 15 
西伯郡南部町法勝寺の地は享保年間 0716-36)以来、
多くの窯が消長を繰り返し、それらは旧郡名を取って会
見焼と呼ばれているが、明治の頃には法勝寺焼と呼ばれ
るようになって現在に至っている。現在の窯は明治36年
(1903)に安藤秀太郎が開窯した。倉吉と同様、日常的
に抹茶を飲用する土地柄から、旧藩御用窯という性格に
はないが代々抹茶碗が作られてきた。現在4代目の当主
が継ぐ窯は松花烹を名乗る。それに対し、昭和36年(1961)
に分家のため脇窯として米子市の皆生温泉に開窯された
のが皆生窯である。
釉薬は木灰、長石、藁灰、鉄釉、銅緑釉の組み合わせ。
当地にも有田や瀬戸美濃の染付磁器が入っていたが、陶
器は高度経済成長末期においても地元産が用いられ、陶
製の食器はおおよそ境港市、米子市、西伯郡、日野郡方
面へは法勝寺焼から供給されていたという。松花窯では
当主の名で抹茶碗や花器を陶芸作品として制作するかた
わら、テーブルウェアが窯の名で一般商品として生産さ
れている。皆生窯では海砂を胎土に混入し、海辺のやき
ものとして個性を出している。商品は銘茶店への卸し、
近隣住民への直売の他は、尚業施設等で開催されるイベ
ントでの販売が主であり、米子市内の土産物売り場で見
かけることはないc
(4)調介をおこなった事業者：島根県
①布志名焼雲善窯（島根県松江市） 16 
宍道湖の南岸にあたる布志名地区の陶業は寛延3年
(1750)、舷木与次兵衛創業の説がある。安永9年 (1780)
に御用窯帥であった初代土屋普四郎が藩の意向によって
技術指導のため布志名の地に移る。 2代の時、雲善の号
と瓢形印を大名茶人として知られる藩主松平治郷（不
昧・ 1751-1818)から拝領。黄瀬戸・織部など桃山期の
美濃茶陶、 1旦行・乾山など京焼の写しを焼いた。地元の
来待石を原料とした釉薬は酸化焼成で淡黄色を発し、鉄
絵・色絵がほどこされた。
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鳥取県及び島根県出雲地方における掏磁器生産の産地特性
江戸後期にかけて民窯の舷木家の家系は分派して製陶
業に従事していfこ明治に入り、欧米の博覧会で白薩摩
の繊細な花烏画が人気を博すと、業者は薩摩風の製品を
製造するための生地として布志名の黄釉に注目した。そ
のため、雲善窯当 tを社長に周辺の窯が合同して若山陶
器会社を組織したこともある。大正期にかけて活況を呈
し、山陰地方有数の製陶地となり、事業者数は最大17社
の説もあるが、 l{f和恐慌の到来によって不振となったc
その後は出雲大社の参拝客や宝造温泉の湯治客を販路
とした土産物の盃や湯呑類を焼いていたが、茶道具は松
江の古美術商が組織する美術協会を通した販路があり、
松平不昧の生誕祭・年忌祭の際にはまとまった注文があ
る。来待石の黄釉は柔らかで暖かみのある風合いながら、
脆く破損しやすいという欠点が指摘される。そのため、
茶陶としてはともかく、テーブルウェアなどの実用品に
は不向きであった：現在はそれにこだわらず様々な釉薬
の使用が試みられているc
現在、布志名焼を名乗る窯には民藝に参加した舷木道
忠窯、湯町窯、他に舟木姓の雲寅窯がある s
②出雲焼楽山窯（島根県松江市） 17 
創業は延主7年 (1679)の説、初代倉崎権兵衛が長門
国萩から松江に移住した記録も残るが、その後廃絶。松
江藩主松平治郷（イ遁昧・ 1751~ 1818)の時、長岡住右衛
門貞政に命じ、現在の松江市西川津町楽ILiの地に再興し、
5代目を名乗らせた〗茶道具の評論である「占今名物類緊j
を著すなど名器に通じた不昧だが、松江では楽山や布志
名といった地元のやきものを愛用した3 また、自ら不昧
流茶道を開き、その影評から松江城下では茶道が盛んと
なり、銘媒も発逹を見て今日に至っている。
安土桃山期 (16C末）において茶人の間で大いに人気
を博した邸麗茶碗の雰囲気を伝える「刷毛u伊羅保」は、
代々の当Lが製作しているがそれぞれに作風かある。ま
た、代々によって器形も異なる。胎土の調合は萩焼の技
法による症くざっくりとしたもの。器形は井戸茶碗と杉
碗がある。また、江戸後期には黄釉の陶胎へ花烏画など
の色絵付けをおこなった京焼風の皿鉢類も見られるc 明
治期に停滞するか大正期に復典。楽山究の製品は現在も
松江市の茶道界との関わりの中、専ら茶道具か制作され
ている。販路は松江の茶道各流派と松江・米fをはじめ
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東日本でも百貨店で個展販売をおこなっている。
③布志名焼湯町窯（島根県松江市）
創業は大正11年 (1922)。当主福間善蔵は元々布志名
の地で陶業に従事していたが、明治42年 0909) に山陰
本線の湯町駅（現玉造温泉駅）ができ、企業誘致の形で
駅前に窯を構えた3 昭和戦前には15人程度の職人を雁っ
て操業しており陶器の事業者としては規模が大きかっ
た。 2代目の頃は当主が大鞄にサンプルを詰めて、遠く
は北海道まで各地に営業に出ていたc
昭和6年 (1931)、柳宗悦ら民藝運動のメンバーか訪問
したのを契機に2代目の費士が民藝運動に参加した。と
りわけ、英国人陶芸家バーナード・リーチとの関わりが
深く、以降は皿・鉢・コーヒー碗などのテープルウェア
を製造3 リーチ直伝のウエットハンドルによるコーヒー
碗・ポットやエッグベーカーが知られる 3 地元の米待石
を用いた鉛釉の発色はリーチが考究した英国古陶のガレ
ナ釉によく似ており、鉄分の含有量が異なる2種の来待
石釉の組み合わせで出雲地方の民藝陶を代表するデザイ
ンとなっているこ釉薬には他に梨灰やコバルトなども用
いられている。
第2次大戦後、民藝ブームの1955年前後が最盛で、当
時は大都市圏の民芸品店や松江市内の卸売商社にも出荷
していたが、現在は1989年にオープンしたショールーム
での直販がほとんどとなった。卸しと直販の比率は急激
な変化ということはなく徐々に変わっていったという c
苫藉やテレビなどで情報を得た客が観光を兼ねて訪れる
が、客層は比較的若く 30~40代が中心という c
Ifl1師焼（島根県松江市）
明治10年 (1877)の開密C Ii野友市が布志名焼から独
立した。 2代目の時に現在の宍道湖畔に移る。当初は片
LIや壺などの台所用品を生産。水売など大型のものまで
は作っていなかった。大正15年 (1926) に小原流華道家
元の勧めで花器を製造するようになった。大阪へ行き中
jli]古陶を見てその写しを製作したC 3代目敏郎の時、昭
和6年 (1931) に民藝運動へ参加し、河井寛次郎、濱田
庄司、バーナード・リーチといった民藝作家の指導を受
けな昭和33年 0958) には掛分酒器がプリュッセル万
博でグランプリ賞を受貨。
外山
釉薬は木灰、長石、藁灰、鉄釉を使用し酸化・還元焼
成によって発色を使いわける。特徴としては、河井寛次
郎の影響でコバルト・辰砂を用いる点がある。元の布志
名焼の黄釉のイメージとは全く印象を異にする。
重油窯が禅入されるなど、比較的経営規模は大きく、
1980年前後までは5人くらいの職人を抱える経営だった
が、高齢化などにより退職し徐々に人数は減っていった。
1990年代のカタログギフト普及によって、それ以前から
の贈答品業者による菓子鉢などの注文が無くなり、 2000
年前後は経営的に苦しい時期だったという。この10年＜
らいの手工芸品ブームによって、市内の民芸品店のほか
雑貨のセレクトショップなど全国から注文が入るように
なった。また、石見銀山の世界遺産指定、出雲大社遷宮
など地元の観光ブームによっても名前が知れ、直接窯元
に買いに訪れる客も増えたが、依然、卸しの比率の方が
高い。現在は4名で操業。同じ民藝の窯と比較すると、湯
町窯と同様の規模だが、出西窯に較べるとかなり小さい。
⑤出西窯（島根県出雲市）
昭和22年(1947)に陶業とは縁のなかった5名の行年（同
人：井上寿人、陰山千代吉、多々納弘光、多々納良夫、
中島空惹）が手探りで起業。地名を取って「出西窯」と
名を定めた。間も無く近隣（安来市）出身の河井党次郎
や濱田庄司ら民藝の作家と交流、民藝運動に参加する。
同27年には吉田蹄也が主宰する鳥取民藝協団に参加。益
子焼、丹波焼、京焼の窯場で修学した。 28年、来日中の
英国人陶芸家バーナード・リーチに師事。 40年代にかけ
徹
て濱田庄司の指導も受ける。 1989年の日本陶藝展で「ふ
ち鉄砂呉須釉組鉢」が優秀作品賞を受貸。 1993年には東
京国立近代美術館丁芸館にて企画展「現代の陶芸 (I)
山陰の陶窯ー出西窯」が開催され、山陰を代表する窯と
して確固とした地位を築く。
土は地元の出西氷室（島根県出雲市斐川町）、加茂三
代（島根県雲南市）、出雲大津西谷（島根県出雲市）の
土を使用。釉薬は黒釉、飴釉、籾白釉、呉須釉、白掛け
及び刷毛目地釉など。半農半陶業に一般的な原科を由来
としつつも独自のカラーを生み出している。特にコバル
トを用いる呉須釉が「出西ブルー」の名で知られる。創
業当初から民藝窯として操業したことから、製品は食器
をはじめとする日常用品が中心となっている。リーチの
ゆかりか、ハンドル付のカップ・ポット、エッグベーカー
なども目立つ。昭和37年 (1962)に初めて来訪した柳宗
理とは1999年頃から共同開発をおこない、 2004年に柳宗
理ディレクション出西窯シリーズの販売を開始。
BEAMSのフェニカ・シリーズに採用されている。
販路は25年前には卸し8・直売2の割合だった。卸し先
は東京では銀座たくみや備後屋その他、京都などの民芸
品店。近年の訪問客の増加要因としては2000年前後から
の道路網整備による交通アクセスの向上がある。四国・
近畿地方からも高速道路を使って訪れる。直売イベント
「炎の祭り」は2017年11月で34回を数え、近年は1万~l
万5千人が来場していた。直売の常設店舗「くらしの陶・
無自性館」の開店は1998年。現在は卸し3・直売7と割合
が逆転している。
2. 産地の特性
(1)各事業者の創業過程の類型
①近代における展開
古くから続く製陶の産地は、往時は共同窯が使用され
ていたように、従事する家が比較的近接した場所に集中
し、窯屋集落が形成されるようなパターンがあった。ま
た、江戸期の窯屋株を契機に一定の家が固定化され、そ
れが百年以上にわたって続いているというような状況が
ある。それに対して鳥取• 島根両県は合わせて86社余り
に上るとはいえ、分布が全県域に広がっているという点
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で、それとはまた界なる状況と言える。伝統陶磁器産地
のあり方ということからすると、山陰地方の場合、江戸
期から直系で継承される窯は御用窯であった因久山焼や
楽山窯、それから布志名焼、石見焼であり、多くが近代
以降、高度経済成長期から後の開窯も相当数に上ると推
定される。こうした状況を「伝統」としてどう理解する
かについては、章をあらためて言及したい。ここではま
ず調査の結果を参考に、各事業者の創業過程の類型化を
試みたい。類型化とは言え全ての事業者をきれいに分別
できるわけではないので、あくまで仮説的な方向性を示
烏取県及び島根県出雲地方における陶磁器生産の産地特性
す作業ということになる。
年代的には政治体制の相違から区切りを付けて旧播体
制下（江戸期以前）から続く窯 (A) と明治・大正期か
ら始まった窯に分けてみる。その後の昭和期をどのよう
なタイムスパンで区切るかは難しいところであるが、戦
時経済統制によって産地が低迷する戦中期までを区切り
とし (B)、自由に開業できるようになった戦後間もな
くからしばらく (C)、そして1960年代後半から1970年
代にかけての“やきものブーム＂の時代に創業し当主が
一代目ないし7代目という窯 (D) という分け方をして
みたい。
②鳥取・出雲における状況
Aの江戸期から続く窯はさらに藩主の御用窯と民窯に
分かれる。烏取では因久山焼、島根では楽山窯と布志名
焼雲善窯が前者。烏取の牛ノ戸や石見焼の諸窯は後者で
ある。御用窯でも因久山は雑器類も焼く窯であったのに
対し、楽山は専ら藩主の愛用品を焼いた。
Bのカテゴリーでは烏取県南部町の法勝寺焼、松江市
の袖師焼、 Ii]じく布志名焼湯町窯といったところ。年代
的には新しくなるが、性格的にはAの民窯の近代以降の
継承状況に近い。これらの窯は昭和恐慌と戦時統制経済
という厳しい時期を乗り越えてきたのが特徴となる。 C
は戦後復興とともに出発した窯で、鳥取市の因州・中井
窯、倉吉市のIオ＾神焼中森窯（厳密には戦中の昭和16年開
窯）、島根の出西窯などが該当し、当主は現在で3代目＜
らい。これらA~Cのカテゴリーの窯では、施釉技法に
木灰、長石、藁灰、鉄釉、銅緑釉が用いられる傾向にあ
る。これらは前近代に唐津を起点に信楽を経由して全国
に広まった半農半陶業の産地に顕著な傾向で、東日本の
笠間・益子や東北の諸窯にも共通する伝統的な釉薬であ
る。
Dは1960~70年代のやきものブームの頃からバブル経
済期にかけて、あるいはそれ以降の開窯だが、経済の飛
躍的な向上にともなう購買力上昇と、消費における趣向
性の変化を背景とする。この世代は製陶業者というより
は陶芸作家という位置付けがふさわしく、家伝の製法に
規定されることなく、自由な創造性を発揮することがで
きる。つまり、織部を焼くことも白磁を焼くことも一向
にかまわないわけである。しかし、作家の中にも、原料
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土や釉薬原料を地元の素材に求める傾向はあり、その紅
味で鳥取・出雲の作風が醸し出されている雰囲気がある。
つまり、＂伝統＂について“家業”としての技術継承と
は別な評価が必要となる。このカテゴリーの製品は作者
の個性が強く、鳥取では岩井窯や牧谷窯、山根窯などの
製品が大都市渕の陶芸ギャラリーでも人気を博している。
こうして類型化を図ると、各県ごとには陶磁器製造の
実績の有無によって偏在するカテゴリーが、県内に一定
間隔で分布するということが両県の特徴とも言える凡
したがって、比較的地理的に近接するからといって00
焼というように一括りにできない性格があるc
(2)原材料
調査の対象とした比較的古くからの事業者の場合、因
久山にしろ牛ノ戸にしろ近隣から陶上が産出することが
創業の理由となっている。因久山、牛ノ戸、上神、また
は石見焼についても、瓦生産との関わりが深い。特に島
根県では石州比の原料商からの陶上購人という傾向があ
り、窯業原料の存在が産地立地の要件というパターンに
あてはまる。今日では、どこにいても原料商を通して陶
tを入手することは可能であるが、一定の生産量を目指
す上ではコストの面からも原材料産出地という地理的な
規定が残るc また、特徴的な釉薬として、出雲地方を中
心に産出する来待石がある。来待石は出雲石灯籠の素材
としても用いられるように、当地で広範に採掘される岩
石である。鉄分の含有量に幅があり、その相違によって
黒釉、飴釉、黄釉と発色が分かれる。
釉薬の原料として、来待石の他には半農半陶業に典型
的な木灰釉、菜灰釉の使用が多く見られる。鉄釉と藻灰
釉の掛け分けによるいわゆる「朝鮮唐津」など、身近な
場所で採集される材料が用いられていると言える。銅緑
釉は化学精製の酸化銅の使用が一般的となったが、少し
前までは銅線に酢酸をかけて緑青を吹かせていた。元来
は屋根材などの緑青を採集して使用していたものと思わ
れる。素地に白土で白化粧をする技法も見られるが、こ
れもルーツは朝鮮半島伝来の唐津焼由来となる。その技
法の伝播の経路を特定するのはなかなか難しいが、因久
山、上神では信楽との関連も指摘された。また、一方で
北部九州と日本海沿岸部の続きという地理環境から、海
沿いに西方から伝わってきた可能性も考え得る。
外山
(3)販路
陶磁器の流通機構は、瀬戸美濃や有田のような産地で
あれば、「製造者→生産地卸売商社→消費地卸売商社→
小光業」という形態を取るが、山陰地方の場合は産地卸
売商社が成立するだけの事業者の集中がない。それでは、
どのように当地の製品は消費者の許に届けられているの
だろうかc
①直売と小売り業者への直卸し
販路は（］）に掲げた類型の別によっても異なってくる。
旧御用窯は引き続いて茶道具を主力商品とし、茶道関係
者ないし銘茶業者への販路がある。楽山窯のようにほぽ
茶道具のみを手がける窯も松江市という立地では存在し
得る。また、因久山焼の場合、江戸期以来ということか
らは地元を代表するやきものとして、湯呑をはじめとす
る食器類が、企業・学校・各種団体による記念品として
直接注文が入る。
鳥取の場合、旧藩時代には鳥取城下に一手取引の御用
尚人があったが、もちろん専売制の解除とともに解消さ
れている。牛ノ戸焼は北海道にまでもたらされているの
で北前船による流通が考えられるが、民藝運動に関わる
以前には烏取市内の15ヶ所に卸していたと言う。「唐津
屋」と表現されているのは陶商と考えられるか、当時の
市域に15の陶商は考えられないので、生活雑貨品を扱う
小売店と推測される 19。松江の場合は陶磁器専門の卸売
りではなく、北前船の廻船問屋をルーツとする総合商社
が製品の受け皿となった時期もあったが、高度経済成長
期の頃に陶器専門店を分家して取り扱いは止めている c
米子地方においても、有田・瀬戸美濃からの磁器移入後
も陶器は地元に需要があったことが述べられ、出雲地方
においても磁器の食器は来客用で日用食器には地元の陶
器を用いていたという指摘がある。直売や小売店への卸
しによって地元の需要を満たす時代がしばらく続いたと
言えそうだc
②民藝のルート
そうした状況下、昭和初年に民藝運動が入ったのは一
つの変化であった。鳥取の場合、吉田障也が昭和7年
(1932)にたくみエ懃店を開店して受けIlとなるが、当
徹
初から地元の需要ではイ山足することを見越していたよう
で、翌年には東京銀座に支店を出店したc 前述の柳宗悦
の買い付けの事例のように、当時、民藝の運動家は東京、
京都、大阪などの大都市で民芸品の即売展を開催してい
たc 銀座たくみ工藝店は東京の百貨店で即売展を開催す
る流通拠点としても機能し、山陰の陶器を都市住民に流
通させる経路が出来上がっていた。現在もなお、民藝の
プランドをもつ窯はこのチャネルによって堅調な需要を
維持し、製造者自身が積極的な販路開拓を迫られている
現況とは別次元にあるかの状況もある。ただし、民藝の
チャネルを有する事業者は限定的である。
③外部商社・小売店による買い付け
布志名焼が明治末～大正期に輸出品で潤った時代に
は、関西から商社が買い付けに来ていたという。 1980年
代末~1990年代初頭のバプル経済期においては、都市部
の商社・専門店が盛んに買い付けに訪れていたというの
で、景気の拡張期や“やきものブーム＂の時期には消費
地卸売商社との直取引というチャネルも允分成り立って
いたと考えられるが、景気後退期にそうした需要が急速
にしぼむことは避けられない。結局、創業時期が新しく
なるにしたがって、事業者が個々に販路を開拓する必要
に迫られることになる。
④産地における共販施設
大規模廂地においては益子焼の共販センターのよう
に、流通拠点を兼ねて産地に共同販売の店舗が設けられ
る例もある。共同販売のスペースとしては、島根県の場
合、松江城にほど近い物産観光館の2階はほぽ半分が陶
磁器の陳列スペースに充てられている。県内の事業者の
商品が一棠に展示され壮観である。県の委託により一般
財団法人島根県物産協会が述営しているe 一方、烏取の
場合、鳥取市ふるさと物産館があるが、一部の窯の製品
が少量ならんでいる程度で匝販所として機能していると
は言い難い。たいていの共販施設は発地組合の運営によ
るところからすると、単立分散型のi発地では運営が難し
いということになる。
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⑤共販イベントの開催
常設の共販施設ではなく販売イベントの開催について
はどうだろうか。イベントの主宰形態にはいくつか類型
があるが、行政との関わりで伝産振興策の枠組みがある。
行政区ごとの開催となるが、烏取では例年3月に鳥取大
丸百貨店で県伝統_[芸士会の展党会が開催されている。
陶器単独としては、商業施設を会場とするイベントと
なる。米子天満屋の「春の山陰民窯展」は2019年1月で
33回目を数え、両県の主要な事業者が参加している。主
催者は山陰民窯展実行委貝会と新日本海新聞社。 33回は
36社の参加。会期は13日間でこうしたイベントとしては
比較的長期間と言えるが、 1Ji点近い出品がある。 2018
年10月には倉敷天満屋で第3回目の「山陰窯元大てしご
と展」が開催されている。 6日間の会期で倉敷天満屋が
主催。出展数は年によって変動するが第1回は28社、第3
回は14社とやや少ない。イオン松江店でのイベントは「島
根窯元展」と島根県の括りになるが、 2018年10月に第2
回が開催され、 8日間の会期で、こちらは21社の出展が
あった。主催は島根県物産協会と島根県陶器振興会の連
名となっている。
島根県においては、陶器振興会がイベント実施にあ
たって産地組合と同様の役割を果たしている。鳥取にも
鳥取県陶芸会、中部陶芸協会という集まりがある。産地
組合に較べるとゆるやかな組織形態ながら、何らかの形
で共同体制を組む傾向はある。 2016年8月に東京都が主
催した「ものづくり・匠の技の祭典2016」への出展に際
しては、行政の仲介により中部陶芸協会に出展者の1枠
が割り当てられた。
⑥小括
まとめると、東京・大阪といった大都市圏に供給する
のは民藝関係のチャネルがあるくらいで、外部の尚社に
よる買い付けは安定的とは言い難い。したがって、地元
の都市や観光地の小売店への直卸しが中心ということに
なる。一方、近年では高級で趣味性の高い雑貨のセレク
トショップが大都市圏で活性化しており、そうしたチャ
ネルを確保している事業者もある。こうした販路は全体
に一様なものではなく、事業者は個々の営業能力によっ
て販路を開拓しているという現状がある2()0 
山陰地方には大規模産地におけるような「製造者→産
地卸売商社→消費地卸売商社→小売業」という安定的な
流通経路は存在しないということになるが、こうした流
通システム自体が機能しなくなりつつある現状におい
て、むしろ山陰地方における状況こそが、今H的な伝統
陶磁器の流通の状況を端的に表していると言える。先に
掲げた流通システムは近代機械工業化による商品の屈
産・規格化の中で成立し、手作りの伝産品もそれに付随
することができたが、今日においては伝産品独自の販路
開拓が不可欠となりつつある。その意味で、元来、吊廂
の態勢に無く、手仕事の残った山陰地方においては今日
的な課題が検出し得るという状況があった。
3. 伝統の継承
鳥取・出雲とも江戸期にさかのぽる事業者は少なく、
近代以降に多くの窯が設立されてきた。伝統的工芸品の
概念は1974年の「伝統的上芸品産業の振興に関する法律」
制定時においては、製法・デザインともに幕末開国以降
における欧米の影響を受ける以前ということから、 100
年前というおおよそのタイムスパンが考えられていた。
しかし、「伝統」そのものの考え方について、今日では
再考の余地が出てきている見陶磁器の場合、一つには、
昭和戦前期における桃山茶陶の復典運動のように、実態
としては-・度絶えてしまった製法・デザインが再興され
て今日にあるということが明らかになっている220 
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これは、「再典」を伝統に非ずと結論付けるべきこと
ではなく、むしろ「伝統」それ自体が廃絶と復典のサイ
クルの上に成り立っているものと考える必要があるとい
う意味である。同じ産地の歴史においてもその時代の需
要や技術革新によって作られるものには変化があり、結
果的に今日その全てを通覧できる我々の立場で「伝統」
と括っているにすぎないのではないか。その意味で、 f.i
統工芸にとっての「近代」の有する意味についてはこれ
から再評価を進める必要があるが、むしろ前近代的な製
法に拠りつつも、主に近代化の過程において成立してき
た山陰地方の陶業は、「伝統」を再考する上での問題提
外山
起をおこなう格好の事例と考えられる。
ここでは、鳥取・出雲を事例に、前近代的な製法がど
のような形で現在に継承され活用されているかについて
分析し、古式の製法を継承する上での課題を紹介したい。
(1)製品とその商圏
江戸期において、磁器製造は原料や製法の特殊性によ
り、有田周辺や瀕戸美濃という特定の産地に収敏されざ
るを得なかった。一方、施釉陶器については、瀬戸美濃
や信楽にしても国土の隅々までの需要に応えられるよう
な規模ではなく、壺・甕・片ロ・播鉢などの厨房雑器類
は因久山や牛ノ戸のような地方窯もその地域の需要を
賄っていたわけである。
北前船が主要な輸送手段であった時代に牛ノ戸焼は北
海道にまでもたらされたが、鉄道開通という輸送手段の
革新によって、瀬戸美濃や信楽など量産化に成功した産
地の商品に押されるようになる。また、世界レベルでの
景気低迷（昭和恐慌）の影響もあっただろうが、壺．甕
といった製品自体が急激に需要を減らしていた。布志名
焼においても、大型の壺・甕は石見焼が入っていたが、
火鉢や石皿などの陶製品は地元の需要を満たしていた。
これらの製品は基本的に江戸期からさして品質的にも
大差ないものが焼かれていたはずだが、ここに変化をも
たらしたのは昭和戦前期における民藝運動の影響という
ことになる。再々述べる通り、鳥取・出雲の陶器を語る
上で民藝運動は抜きにはできない。特に新作民藝の陶製
品という観点からは、国内を代表するエリアと言っても
よい。民藝運動自体は近代工業化に対するアンチテーゼ
から発生したと言える。職人による古くから続く手業の
反復作業から生まれる素朴な美を称揚する運動だった
が、新作民藝運動をその活動に内包していた点は見逃せ
ない。つまり、伝統の製法を評価してそれに依拠しつつ
も、実用品としての用途は都市民の生活需要に沿ったも
のが求められたことにある23。民藝の同人たちは、生活
文化という点においても、常に諸外国の新たな動向を摂
取する先進的なセンスを持ち合わせるクラスの人々で
あった。
吉田埠也は牛ノ戸焼にそれまでの壺．甕に代えて小皿
やコーヒー碗などのテープルウェアを作らせた。従来土
間に置かれていた施釉陶器はテーブルの上に昇格したの
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である。現在の施釉陶器の産地においては、花器など調
度類が需要を減らす中、テーブルウェアが主力商品と
なっているが、今日を先取りする動向が昭和戦前の山陰
にあったことになる。ただし、産業の近代化に適応でき
なかった土地柄ゆえにかえって革新の芽があったとも言
える。昭和戦後、農業の衰退や生活様式の変化によって、
江戸期以来の陶製品の需要は激減する。
一方、鳥取・出雲の全ての窯が民藝の影響を受けたわ
けでもない。鳥取の牛ノ戸焼、出雲の布志名焼湯町窯こ
そ民藝窯の典型だが、袖師焼、法勝寺焼、上神焼などは、
食器類の生産に転換した後は大きな転変もなく比較的平
穏に近隣の需要に応えてきた感があるc つまり、需要の
急増に対応すべく増産の設備投資をして急激な生産力の
拡張を図るという過程を経ていない。そこには、近隣の
窯場とのほどよい距離感から競合が生じにくい状況が見
受けられるe 地勢的に周縁にあるが故に「拡大→競合→
衰退」というサイクルにもまれにくく、生活様式への適
応程度で伝統を継承し得たという局面のあることがわ
かってきた。その点は技術的な継承の問題にも関わって
くる。
(2)連房式登窯～古式製法の継承
陶磁器の製造において、前近代からの著しい相違とい
う点では成形、焼成、絵付に顕著である。この内、成形
においては、近代以降、泥漿溶造による圧力鋳込、そし
て器械ロクロ、昭和戦後にはローラーマシンが導入され
ているが、陶製品の場合中小含めて全ての製造者が採用
するような方法ではない。絵付けの転写やプリントは磁
器製造に関するもので、白薩摩の模造品のようなものを
除けば陶器の場合はほとんど見られないと言ってよいだ
ろう。それに対して、重油窯、ガス窯、電気窯といった
新しい焼成窯は事業者の規模を問わず導入が進み、量産
を志向する産地においては、前近代以来の薪窯はもはや
イベント時に使用されるか、作家が使用する程度となっ
ている。
ところが、鳥取においては薪で焚く連房式登窯がいく
つも見られたことが印象的であった。 2017年9月までの
時点で烏取市に3基、倉吉市で2基、米子市・南部町が各
1基の計7甚もの登窯を見ることができた。有田や瀬戸に
おいても稼働を休止したものが僅かに残っているのみと
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いう状況からするとかなりの数と言ってよい。この内、
2基は現役で稼働している。 1基は2016年秋の鳥取県中部
地震で損傷して停止していたC 2基は近年まで稼働。 1碁
は長期に不使用で草が生えていたC 1基は稼働中か未確
認である。鳥取では因久山と牛ノ戸が現在も連房式で製
品を焼いており、因久山に至っては江戸後期から修築を
璽ねた文化財級である。島根でも楽山窯、出西窯が連房
式を用いているが、それ以外にもまだ可能性がある。牛
ノ戸焼と上神焼中森窯、法勝寺焼松花窯、出酉窯の登窯
は同じ石見地方の築窯師島田一善が手がけたものであ
る。すでに主だった産地では石炭窯、重油窯が導人され
ている時期であるが、こうした動向も生産量の多寡に
よってあり得たわけだc 結果的に伝統的な薪窯焼成の技
法が継承されたことになる。なお、上記に指摘した以外
にも、例えば山根窯も薪窯を使用しており、他の多くの
事業者が薪窯を使用していることが推定される。
ガス窯は多くの産地において家族経営の窯にも導入さ
れているが、鳥取でば灯油窯の導入が目立った。これは、
短時間での焼成が可能で、生産雇によってはガスよりも
コストが低いことによる。袖師焼では薪窯に次いで璽池
窯が導入されているので、事業者としては規模が大き
かったと見ることもできるが、むしろ例外的な存在と言
える。
しかし、現在、少しずつ連房式登窯の稼働は停止しつ
つある。燃料調逹の高コストもさることながら、周辺部
の都市化によって排腫ができなくなるなど、環境面での
変化も大きい。また、鉄道や高速道路の工事による移転
を契機に窯を改めた事例もある。なぜ連房式登窯が当地
で長く残ったか理由を考えると、生産量に見合うだけの
新方式のメリットが無かったとしか言いようがない。陶
芸の世界では、安定的なガスや電気による焼成よりも、
薪窯による焼成の方が高く評価され、価格の面で大幅な
違いがあるのは製造コストの問題だけではない。した
がって、高い技術や芸術的な表現のために薪窯焼成にこ
だわる、というのは作家的あるいは愛好家的な視点であ
る。実際、地元の顧客層にとって薪窯焼成の価値という
のは認められていないという指摘があった。他産地に較
べて薪窯焼成の製品が安価に直売されているのは驚くべ
きことであるが、それもまた需要の問題から価格を上げ
られないという消極的な動向と言うことができるc
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そこでは、残念ながら「伝統」に価値を置くが故に古
式の製法が維持されるという構図にはあまり合致しない
状況があると言わざるを得ないが、因久山や牛ノ戸で継
承されている古式の製法を評価・維持する策を講じるこ
とは、「伝統」を保護・振興する側にとっての課題である。
近年、産業遺構イコール近代化産業という図式からは変
化が見られる傾向にあり、日本酒や酢の醸造元などが古
い社屋をショールームなどに活用する傾向もある。牛ノ
戸焼や袖師焼に残る古式の窯屋建築は産業遺構としても
貴重な存在と言える。
(3)伝統の再構成
現在、伝統陶磁器の産地全般の動向として、伝統技法
の固守によって産地としてのカラーを保持する方向か
ら、個々の窯ないしグループによるオリジナリティを追
求する方向への変化が顕著である。
ところで、自明のものとして受け取られがちな産地の
カラーとは一体何であるかは問い直される必要がある。
例えば、有田焼の染付や柿右衛門様式の赤絵、また、美
濃焼の黄瀬戸・織部など。また、益子焼と言えば濱田庄
司が考案した柿釉と黒釉の掛け分けに釉のかけ流しが浮
かぶだろう。知名度のある産地のデザインには一定の産
地イメージが存在するのだが、埋蔵文化財や伝世品を見
てもそうしたイメージ自体が近代に入ってからの特定の
時期に植え付けられたものであることが言える。特に、
1960-70年代のやきものブームの時代に刊行された全集
やガイドブックによる影響力は強いだろう。
伝統的工芸品産業の振興に関する法律（伝産法）が制
定され、産地が伝産指定を申請するにあたって技法に関
する要件が設定される際に懸念が示されたように、元来、
製陶技法とは多様なものであったc この伝産指定も産地
カラーの固定化に強い影響力を持つと言えるが、いわば
ステレオタイプ化とも言える産地カラーの確立は、それ
自体が消費者の側のニーズであったとも言えるのではな
いか。つまり、それは前述のやきものブームの時代にお
ける古陶に対する理解の深化という状況においては有効
なブランドイメージ構築の方法であったと言える。
しかし、時代はまた移り変わっている。近年の産地に
おける直売スペースを観察すると、最も多くを占める器
種は中小の皿類であり湯呑とも酒器とも言えるフリー
外山
?
カップ、ハンドル付のマグカップといったものであり、
マスメディアを通じてイメージ化された古式の和食器は
せいぜいショーケースの飾りでしかない。これは、実際
に産地を訪れて購入する消費者の趣向をダイレクトに反
映した現象と言える。繰り返しになるが、昭和戦前から
始まる新作民藝運動は生活スタイルの変化への対応の席
矢であった。その意味で、山陰は早くから現実への対応
を迫られた地域なのである。一方、江戸期以前から続く
窯においても、デザイン上他との比較において際立った
オリジナリティがあったとも言いにくい。萩、京焼、信
楽の影響、また、唐津系の技法は半農半陶業の産地に一
般的なものである。この点で、特定のデザインヘの固執
の傾向は少なかったとも言える。もっとも、吉田障也の
デザインによる牛ノ戸の染分や湯町窯のガレナ釉のイ
メージは異彩を放っており、その分、窯としてのイメー
ジは強烈に印象付けられている。
一方、全般的に新しい事業者が多いという傾向も古式
への執着という意識を希簿にしていると言える。山根窯
おわりに
本稿における論点として提示を試みたのは、①鳥取県
及び島根県出雲地方における「産地」形成の動向と、②
両地区の状況を基にした陶器生産の「伝統」のあり方に
ついての問題提起である。両地区における製陶業の歴史
は江戸期にさかのぽる少数の事業者と、それ以降、近代
の過程において創業されてきた多数の事業者との混交に
よる単立の窯の分散という様相だった。これは、江戸期
に窯株が設定され固定化された事業者が代々事業を独占
するような産地とは対照的な状況にある。
註
1. 2006年7月に瀬戸赤津焼の関係者を招聘しての公開特別講
義開催に次いで、 11月に「伝統的工芸品の経営とマーケ
ティング・プロジェクト」を発足した。以降、産地のメー
カーや商社、消費地の小売り現場等の調査、その成果報
告会としての公開特別講義を年1回開催。講義録を「明治
大学博物館研究報告」に毎年掲載している。
2. 1:l商品陳列館は1951年に商学部教員の研究グループが設
立。当初は商学部教員が組織する運営委員会が運営を担
い図宵館庶務課が事務を担当していた。山陰地方の陶器
のスリップウェアや牧谷窯の生地の練り込みなど、元々
地元にあったわけではないデザインが考案され、それは
むしろやきものブーム世代の次の若い冊代に受け容れら
れている。また、出西窯や因州・中井窯、岩井窯のよう
に伝統的な技法を再構成しつつも、他所との区別が明確
なオリジナリティを生み出している事業者もある。
かつては、個々の窯ではオリジナリティの強いものを
製作していても、物産展への出展や出版物への掲載にあ
たってはステレオタイプ化されたデザインばかりが採り
上げられるという傾向があった。前述の通り、メデイア
によるイメージの固定化や伝産指定による技法の特定化
もそれに影響を与えていたと考えられるが、産地組合の
組織率の低下傾向など、産地全体で足並みを揃える動向
は衰えつつある。鳥取・出雲の場合、「産地」という規
制が無いが故に個々の窯の創造性をさえぎるものが無
く、そのことが新たな動向にいち早く適応していった理
由とも言える。
それ故に我が国における伝統淘器生産のあり方のさま
ざまなパターンを見ることができる。そして、その占式
製法の継承と新規デザインの開拓という一見方向性を異
にする動向がその中には見られもした。産地ブランドか
ら個人ブランドへ24、という動向は、烏取・出雲におい
ては元来それを意図するものではなかったとは言え、結
果的に今日多くの産地が目指す方向性を1本現していると
言ってよい状況にある。
収集はこの体制下のことになるC 1973年度からは事務所
管が商学部事務室となり、付属機関としての性格が強く
なった。 1991年に刑事・考古学の学内他2館と事務が統合
され尚学部事務室から分離。 1996年の博物館協議会の発
足にともない西品陳列館運営委員会は廃止。商学部教員
の関与が少なくなるが、 2006年の伝統的上芸品の経営と
マーケティング・プロジェクト発足にともなって共同研
究の体制が復活した。
3. 鳥取県ホームページ（＞県の紹介＞鳥取の手仕事＞」．．房
紹介＞陶磁器）に掲載された23社に未掲載の牛ノ戸焼（鳥
取県郷土工芸品）を補った数字。
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鳥取県及び島根県出雲地方における陶磁器生産の産地特性
https:/ /www.pref.tottori.lg.jp/28665.htrn 
島根県物産観光館ホームページ島根の物産（＞生産事業所
＞陶器）に掲載の牛産事業所一覧による。
https:/ /www.shimane-bussan.or.jp/jigyousyo/j-touki.html 
4. 島根県石央地域地場産業センターホームページ（＞石見
焼＞窯元マップ）による。
http://shimane-jibasan.com/tokusan/iwami/index.html 
なお、同ページでは国伝産指定の石見陶器工業協同組合
加入の窯元は8社としている。
5. 各産地組合ホームページで公開されている数字を採用。
6, 鳥取• 島根両県の民藝運動については、志賀直邦 r民藝
の歴史」（筑席因房、 2016)に簡潔にまとめられている。
また、烏取の民藝運動の詳細については、鳥取民藝協会
編「吉田婚也民藝のプロデューサー」（牧野出版、
1998)、木谷消人編「吉田障也の世界一ShoyaYoshida 
Design Collection-」（鳥取民藝美術館、 2015)、島根につ
いては、太[I直行「島根民芸録：出雲新風土記j(冬夏書房、
1987)を挙げておく。
7. 民藝指森者と喜阿弥焼の関わり、また同窯の動向につい
ては、村ヒ 勇「喜阿弥焼の周辺一民窯と民芸運動」（『し
まねの古代文化』 24 島根県古代文化センター、 2017)
に詳しい。
8. 前掲註6志賀著;'F。
9. 以下、事業者に関する記事は調査時のヒアリングによる。
また、産地の歴史など一部文献に拠って補った。因久山
焼については、参考文献として芦沢良憲；鳥取城御庭焼
因久山焼之歴史j(2008)、同刀鳥取城御庭焼因久山焼名
品選J(2009)に拠った。
10. ヒアリングの内容に加え、上田喜三郎澤1エ職人の生活
史 民芸牛ノ戸焼親方の生涯；（御茶の水書房、 1992) を
参照した。
1. 日本民藝館が主催する年1回の新作工藝公森展。陶芸作家
の登槌門となる公募展がいくつかあるが、その1つとなっ
ている。
12. BEA¥1Sによる民藝への注目の経緯については、馬場浩
史、北村恵—f、テリー・エリス、南雲浩二郎「民芸と手
仕事に未来はあるのか？」（里文出版組「サヨナラ、民芸c
こんにちは、民藝つ」里文出版、 2011)参照。
13. 本質論争についての一端について、濱田琢司「創造／想
f象される，―伝統」～本質主義的民芸理解と柳宗理「民芸
の行方」との相克から～」（明治大学樽物館・南山大学人
類学博物館絹「博物館資科の再生自明性への問いとコレ
クションの文化資源化：岩田書院、 2013)が紹介しているc
14. 1959年の収集時に入手した上神山窯・中森窯の栞に記さ
れている。
15. 2017年9月に調査の折、収集した松花窯、皆生窯の栞も参
照しているc
16. 布志名焼の系譜及び絵付け製品については、田部美術館
編「楽山・布志名の鉢と皿ーはなやかな色絵の世界一J(田
部美術館、 1998)に詳しい。
17. 楽山窯の系譜及び絵付け製品については、前掲註16図録
を参照。
18. 例えば、備前焼（岡山県）もそうであるが、実際には一
つの産地を構成する事業者の性格も一様ではなく、ここ
に試みた類刑に似たカテゴリー分けが可能である。それ
でも、「00焼」という産地が形成されている点で、鳥取・
出雲とは様相を異にすると言える。
19. 註10前掲古。 p86
20. 鳥取県については、全ての事業者が一律の対象となるわ
けではないが、鳥取県商工労働部兼農林水産部市場開拓
局販路拡大・輸出促進課の民工芸振典官が販路開拓に従
事している。同県の工芸品振典政策については、地域プ
ランデイング政策や観光振輿との関わりも見据えられて
おり、単なる商工関係の施策という枠組みを超えたもの
として注目される。
21. 拙稿「変容する備前焼の「伝統」ーエ芸品の「伝統」を
どう捉えるかー」（「明治大学博物館研究報告』 22、2017)
2. 木田拓也［エ芸とナショナリズムの近代』（吉川弘文館、
2014)p 91-113など。
23. 吉田蹄也による新作民藝の理念については、烏取民藝協
会編「吉田蹄也民藝のプロデューサー」（牧野出版、
1998)に吉田自身の記したものが収録されている。
24. 産地卸売商杜を介した産地プランドではなく、製造者個
人のプランド名で陶芸ギャラリーに直卸しを試みる方策
が、上原義—f· 梅村晴峰・高橋昭夫・外山徹「伝統的陶
器の販売戦略ー赤津焼（愛知県）を事例に一」（『明治大
学博物館研究報告』 13、2008)に述べられている。
付記
ヒアリング調査を受け入れていただいた各事業所の関
係者に対し、あらためて感謝の意を表しますc また、調
査に同道いただいた当館運営委員、研究調査員の先生方
からは専門研究のお立場から大変有益なご教示・ご示唆
をいただきました。記して謝意を表しますc
(2019年1月23日受付 2019年1月28H受理）
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外山 徹
〈ResearchNote〉
Characteristics of ceramics production 
in Tottori prefecture and Shimane prefecture's Izumo district 
Toru Toyama 
In the℃ ommodity" section of the Meiji University Museum, in collaboration with members of the Faculty of 
Commerce, research was conducted on pottery producing areas under the theme of " Research for Marketing of 
San'in Region Folk Craft Pottery" for three years from fiscal 2016. This paper summarizes the results. 
First. trends in "production area" formation in Tottori prefecture and Shimane prefecture's Izumo district were 
analyzed. The history of ceramics in both districts takes its form from the dispersion of a single maker blending 
with a small number of makers dating back to the Edo period and a number of makers that were founded in 
modern processes. Because there is no concentration of makers, not having a modern distribution system to retail 
via production wholesale trading company or consumer wholesale trading company is characteristic. 
Using the situation of pottery manufacturing in these districts as material, the problem of what is "tradition" in 
pottery production was presented. Pottery in this area is rich in variety, so various patterns of traditional ceramic 
production in Japan could be observed. Currently, pottery distribution mechanisms are no longer functioning, 
however direct sales to retailers by makers is the original style in this district. There is a trend of placing more 
importance on brands based on makers and creators, rather than brand names based on region. In addition, there 
were trends showing seemingly different directions for inheritance of old manufacturing methods and the 
development of new designs. This is a new production area in historical terms, and as a result its direction is one 
that many production areas appear to be aiming for today. 
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